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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

１団体名 愛大防犯 POLICE 

２事業名 「大学周辺の地域防犯活動（小学校、コンビニ等）」 

３事業実施 
結果 

１.コンビニエンスストアやスーパーなど、地域の防犯活動 
小学生の下校見守り活動をしている米野学区や大学周辺の地域は、コンビ

ニエンスストアも多く、特に大学付近のスーパーは、名駅から徒歩圏内に位

置していることもあり、多くの人が利用しています。 
隔週１回、防犯活動として、コンビニエンスストアやスーパーに出向き、

防犯活動を実施しました。活動の際に着用している、黄色のボランティアベ

ストが目立つこともあり、私たちが防犯活動をしていることが、地域住民の

方に少しずつ認識されていきている、と学童擁護員の方に教えていただき、

やりがいを持って活動することができました。 
毎週活動していると、雨の日の活動もあります。傘を差しながらの活動は、

片手がふさがってしまうため、思うように防犯活動ができない場合がありま

す。傘に隠れてボランティアベストが見えづらい場合もあるため、晴雨問わ

ず防犯活動ができるように透明なレインコートを購入しました。 
また、小学校やコンビニエンスストアの防犯活動は、１～２時間程度、外

で活動します。冬の活動は、寒さが厳しいため、使い捨てカイロを購入し、

部員の体調管理に努めました。 
地域の防犯活動の一環として、定期的に中村警察署主催のイベントに参加

しました。名駅付近での活動が多く、様々な方に防犯チラシなどを受け取っ

ていただくことができました。（添付写真①~③） 
 

２.継続的な活動のための部員確保 
大学生のボランティアサークルのため、新入部員の獲得は、毎年の課題で

す。大学内での周知のため、勧誘チラシを作成し、部員の募集を随時できる

ようにしました。（添付写真④） 
継続的に小学生の下校見守り活動や地域の防犯活動ができるよう、新入部

員の獲得に向けて勧誘を怠らないようにします。 
 
３.米野小学校児童の下校見守り活動環境の整備 
 昨年度に引き続き、小学生の下校見守り活動を実施しました。子どもたち

と仲良くなり、覚えてもらうことができたので、毎週活動することに、やり

がいを感じることができました。 
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３事業実施 
結果 

【添付写真①~③／中村警察署主催イベント協力】 
① バイク事故啓発キャンペーン（８月 19 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 児童虐待、女性暴力防止キャンペーン（11 月 21 日） 
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③ 特別警戒活動合同パトロール（12 月 19 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【添付写真④／新入部員勧誘チラシ】 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 
昨年度は、週２～３回活動していましたが、大学の授業の兼ね合いにより、

週１回の活動となりました。活動日数は少なくなりましたが、１回における

活動参加者は、以前よりも多くなりました。このことから、小学生の下校見

守り活動については、以前に比べ、より手厚く、小学生が安全に下校しても

らえるように見守ることができました。また、地域の防犯活動については、

張り紙点検を見落とさないよう、部員同士で声を掛け合うことを心がけ、コ

ンビニエンスストアなどの見回りも参加人数が多いことで、抑止力につなが

るように意識し、防犯活動をしました。 
中村警察署のイベント協力については、月１回参加することができ、普段

の活動以外で地域の防犯活動に貢献することができました。 
今後の課題は、活動回数を週２～３回に増やすことと、毎年課題となる、

部員の確保に努めることです。 
活動回数については、授業によるところもありますが、部員の人数が増え

てきているため、以前のように週２～３回活動できるよう、部員同士で協力

していきます。部員の確保については、今回のように随時部員を募集できる

ように学内で周知し、新入生が入学するタイミングには、より一層勧誘活動

に力を入れていきます。 
 
（２）今後の取組み 
今後は、主に、３つ取り組んでいきたいと考えています。 
まず１つ目に、活動の軸である、小学生の下校見守り活動や地域の防犯活

動を、継続していくことです。前述した通り、小学生の下校見守り活動につ

いては、以前のように活動回数を週２～３回に戻せるよう、部員間で協力し

ていきます。 
２つ目に、部員の確保です。１つ目の取り組みにもつながりますが、継続

して活動していくためには、部員の確保は必要不可欠です。前述した通り、

部員を随時募集できるよう、ボランティアセンターを活用しながら、学内の

周知に取り組み、新入生勧誘期間の４月には、より一層勧誘活動に力を入れ

ます。 
最後に、中村警察署との連携強化です。今年度は、月１回イベントに参加

し、地域の防犯活動に協力することができました。引き続き、積極的にイベ

ントに参加し、地域の防犯活動に参加していきます。 
 

 
 
 
 
 


